
1．地域福祉の考え方  

③住民同士（家族、近隣の人々、  
知人・友人、など）の  

r‘助け合い」や「協働」の仕組み  

の構築→助け合い・協働・ネット  

ワーク化  
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「NPO」の概念構成  

（認証、届出）  麿広ぎの〃PO 、、、－、、／  侠掘 り  

＼  

狭義のNPO   ＿一一・・ －－－一‾‾‾‾  

＼  ＼  

＼  
＼  
＼  

生活協局組合 ＼  ／  
＼  

＼  

＼ 
労働組合＼  

／   医療法人  
宗教法人  

特殊法人   

学校法人  

社会福祉題人   

財団法人   

社団法人  

＼  

l  

l  

J  

J  

／  

趣味の会  

＼  
＼  脚宮村  

虚数要人（点。好芽の〃PqJ   

／＼＼＼こ＼－－、＼  
圧 政豊里度馳些坦 ＼－ 、、  

／  

ニニ阜ニ・・ココi∴・∴                          ／  

（許可、認可）  

出展：早瀬昇「NPO／NGO」大勝ボランティア協会編・編集代表岡本栄一1ボランティア・NPO用；吾が典』中央法規2004年  

地域包括ケアシステムのイメージ図（上野谷試案）  

アドミニストレーション（社会福祉実践の計画化、条例化）  

既存の制度・サービス   

市役所  

保健センター   

市社協  

在介センター  

サービス事業者  
など  

J 総 ．上ゝ 臼 相  地域生活支技会議  ／ 一→ ＼   ア 支 書q警   ン     フ  訊  ト    ン  コミュニティソーシャルワークチーム   
福祉協力員など  

サービス  

開発・創出  
多様なニーズ  

．／座高度化●準靴  
芸芸芸≡よ＼i／  合  

〔諾住民二l  各地区の   
公民館  

地区社協  
など  

コミュニティソーシャルワーカー（社協の地  

域担当織員）を中心に行政の各ほ職員・  
ワーカー、在介センター鞋員、保傲師、ケ  
アマネジャーなどの専門僧と地域の問焦  
壱がチームを組み協働して、コミュニティ  
ソーシャルワークを実践  

地域の福祉■学習拠点  
住民の主体形成・自治  

コミュニティソーシャルワークの実践  
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Ⅲ，改めて，地域包括支援センターの  

役割，課題を問う  

・困難事例の対応を考えるための2つのディメ   
ンジョン  

・《発見〉と《援助》  

→25－   
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2008年2月号より抜粋  

論
文
Ⅳ
 
 

う
え
の
や
か
ょ
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
志
社
大
学
教
授
土
野
谷
加
代
子
 
 

は
じ
め
に
 
 
 

地
域
福
祉
を
め
ぐ
る
状
況
は
か
つ
て
な
い
急
 
 

速
な
変
化
を
呈
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
地
域
福
 
 

た
け
r
卜
し
一
、
’
ご
 
 

祉
の
主
流
化
」
武
川
正
吾
、
2
0
0
6
年
）
と
 
 

い
う
表
現
に
端
的
に
表
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
 
 

に
現
場
実
践
は
、
．
従
来
の
福
祉
社
会
形
成
（
理
 
 

論
、
方
法
）
 
の
枠
を
超
え
、
新
た
な
も
の
を
示
 
 

す
と
同
時
に
、
確
か
な
も
の
と
し
て
意
義
づ
け
、
 
 

普
遍
化
し
て
い
く
根
拠
や
指
針
を
求
め
て
い
る
。
 
 
 

上
の
混
乱
と
も
い
え
る
急
速
な
変
化
を
含
む
 
 

状
況
は
、
本
特
集
の
社
会
福
祉
の
行
方
を
ど
う
 
 

読
む
か
と
い
う
大
き
な
課
題
と
密
接
に
関
わ
っ
 
 

て
い
る
。
筆
者
の
能
力
で
は
、
「
社
会
福
祉
の
行
 
 

方
を
よ
む
」
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
地
域
福
祉
 
 

の
現
状
を
振
り
返
る
な
か
で
課
題
と
今
後
の
方
 
 

向
性
に
つ
い
て
議
論
の
材
料
を
示
し
た
い
。
 
 

地
域
福
祉
の
時
代
と
い
わ
れ
る
け
れ
ど
 
 

目
地
域
福
祉
の
主
流
化
現
象
の
な
か
で
 
 
 

日
本
の
社
会
福
祉
は
1
9
9
0
年
代
に
．
入
 
 

り
、
大
き
な
変
化
を
迎
え
た
と
い
わ
れ
る
。
地
 
 

域
福
祉
に
関
し
て
い
え
ば
、
福
祉
関
係
8
法
改
 
 

正
に
始
ま
る
地
域
住
民
へ
の
配
慮
、
在
宅
福
祉
 
 

サ
ー
ビ
ス
の
一
元
化
な
ど
は
、
．
社
会
福
祉
基
礎
 
 

構
造
改
革
（
1
9
9
7
年
）
 
の
流
れ
を
受
け
、
 
 

介
護
保
険
法
、
社
会
福
祉
法
改
正
（
2
0
0
0
 
 

年
）
 
へ
と
結
実
計
れ
て
い
っ
た
。
武
川
は
、
①
 
 

社
会
福
祉
法
改
正
に
よ
る
地
域
福
祉
の
明
記
、
 
 

地
域
福
祉
計
画
の
法
制
化
、
②
地
域
社
会
が
地
 
 

域
福
祉
を
欠
い
て
は
存
在
で
き
な
い
こ
と
、
③
 
 

市
町
村
、
市
民
社
会
の
役
割
の
増
大
と
種
々
の
 
 

施
策
の
存
在
、
そ
し
て
地
域
福
祉
が
㊥
地
方
行
 
 

政
・
自
治
に
お
い
て
、
ロ
ー
カ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
 
 

の
実
験
的
、
先
導
的
意
味
合
い
を
も
つ
こ
と
、
 
 ⑤

福
祉
に
お
い
て
、
地
域
福
祉
が
基
軸
に
な
っ
 
 

．
七
い
る
こ
と
、
を
も
っ
て
「
地
域
福
祉
の
主
流
 
 

化
」
の
時
代
に
な
っ
た
と
分
析
、
評
価
し
て
い
る
。
 
 
 

確
か
に
、
社
会
福
祉
政
策
の
流
れ
は
確
実
に
 
 

地
域
福
祉
を
主
流
と
し
て
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、
 
 

そ
の
推
進
に
お
け
る
自
治
体
行
政
組
織
や
住
民
 
 

組
織
、
専
門
職
組
織
は
旧
態
依
然
の
状
態
と
は
 
 

い
え
な
い
か
。
ま
た
、
日
本
の
社
会
福
祉
を
築
 
 

い
て
き
た
社
会
福
祉
施
設
（
以
下
、
施
設
）
 
の
 
 

改
革
も
遅
れ
て
い
る
。
施
設
の
社
会
化
、
地
域
 
 

化
が
論
議
さ
れ
、
努
力
目
標
と
な
り
、
多
く
の
 
 

施
設
で
住
民
や
ポ
 

ん
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
脱
施
設
の
時
代
 
 

の
社
会
福
祉
法
人
施
設
と
し
て
の
役
割
と
そ
の
 
 

意
義
に
つ
い
て
は
、
施
設
が
地
域
福
祉
の
中
核
 
 

拠
点
と
い
う
資
源
と
し
て
、
住
民
か
ら
の
認
知
 
 

や
評
価
を
得
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

一
方
、
住
民
に
と
っ
て
地
域
福
祉
は
難
し
い
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2008年2月号より抜粋  

叫」廟  

】  －叫   「  ヽ  

▼一，m＿√－  社会福祉の行方をよむ   

も
の
の
よ
う
だ
。
地
域
福
祉
の
時
代
と
い
う
か
 
 

ら
に
は
、
研
究
者
や
政
策
策
走
者
、
行
政
執
行
 
 

者
だ
け
で
な
く
市
民
、
住
民
の
理
解
に
基
づ
く
 
 

実
践
な
く
し
て
そ
の
実
現
は
あ
り
得
な
い
。
 
 

榊
地
域
福
祉
は
難
し
い
？
 
 
 

社
会
福
祉
が
幸
せ
探
し
と
幸
せ
（
シ
ス
テ
ム
）
 
 

創
り
だ
と
す
る
と
、
地
域
福
祉
は
幸
せ
を
誰
と
 
 

ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
創
る
か
に
こ
だ
わ
る
。
 
 

お
・
y
L
】
ち
L
l
T
お
 
 
 

こ
こ
で
は
岡
村
重
夫
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
 
 

地
域
福
祉
を
以
下
の
よ
う
に
整
理
す
る
。
 
 
 

岡
村
は
、
①
地
域
を
日
常
生
活
困
城
（
お
よ
 
 

び
専
門
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
圏
）
と
し
て
の
単
位
 
 

に
と
ら
え
直
し
、
こ
れ
を
基
盤
と
し
、
②
生
活
 
 

問
題
を
抱
え
る
当
事
者
・
住
民
を
生
活
の
主
体
 
 

者
と
し
て
認
識
し
て
当
事
者
・
住
民
の
自
立
、
 
 

連
帯
を
形
成
し
、
③
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
施
 
 

設
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
そ
の
他
各
種
の
生
活
関
連
 
 

施
策
や
制
度
を
こ
し
ス
に
即
し
て
生
活
囲
域
に
 
 

整
備
、
再
編
成
し
、
④
当
事
者
・
住
民
を
主
体
 
 

に
公
私
の
機
関
・
団
体
・
施
設
の
間
の
ネ
ッ
ト
 
 

ワ
ー
ク
を
確
立
し
て
、
地
域
社
会
が
全
体
と
し
 
 

て
、
生
活
問
題
の
発
生
を
予
防
し
、
早
期
に
解
 
 

決
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
 
 

で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
今
日
的
に
は
、
主
体
 
 形

成
論
、
参
加
論
や
問
題
解
決
へ
の
具
体
的
接
 
 

近
方
法
が
、
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

①
住
民
の
福
祉
課
題
を
市
民
参
加
で
解
決
す
 
 

る
、
②
解
決
に
向
け
て
自
治
的
に
政
策
を
展
開
 
 

す
る
、
③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
、
④
福
祉
 
 

を
享
え
・
担
う
人
を
つ
く
る
と
い
う
4
つ
を
ト
 
 

ー
タ
ル
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
民
は
地
 
 

域
に
福
祉
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
 
 

実
際
に
は
、
こ
の
4
つ
の
す
べ
て
に
力
が
入
っ
 
 

て
い
る
こ
と
は
少
な
い
。
地
域
福
祉
は
住
民
・
市
 
 

民
参
加
を
前
提
に
す
る
が
、
専
門
職
の
参
加
や
 
 

行
政
機
関
の
責
任
の
発
揮
が
な
け
れ
ば
実
現
し
 
 

な
い
し
、
持
続
可
能
な
発
展
は
し
て
い
か
な
い
。
 
 

用
地
域
福
祉
を
め
ぐ
る
今
日
的
課
題
 
 
 

2
0
0
0
年
1
2
月
に
出
さ
れ
た
「
社
会
的
な
 
 

援
護
を
要
す
る
人
々
に
対
す
る
社
会
福
祉
の
あ
 
 

り
方
検
討
会
報
告
書
」
（
以
下
、
あ
り
方
検
討
会
 
 

報
告
書
）
 
で
は
、
問
題
の
発
生
要
因
と
し
て
家
 
 

族
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
さ
ヤ
人
権
意
識
 
 

の
弱
さ
を
あ
げ
、
①
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
や
社
会
 
 

的
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
心
身
の
障
害
・
不
安
、
⑦
 
 

路
上
生
活
者
の
死
、
中
国
残
留
孤
児
、
外
国
籍
 
 

住
民
の
排
除
や
摩
擦
な
ど
の
社
会
的
排
除
や
摩
 
 

擦
、
③
孤
独
死
、
自
殺
、
虐
待
・
暴
力
な
ど
の
 
 社

会
的
孤
立
や
孤
独
、
と
い
っ
た
問
題
が
重
 
 

複
－
複
合
化
し
て
い
る
状
況
に
、
現
在
の
行
政
 
 

や
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
対
応
で
き
て
い
な
い
 
 

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
 
 
 

今
日
の
地
域
福
祉
の
課
題
は
、
こ
の
よ
う
な
 
 

社
会
的
排
除
や
摩
擦
、
孤
立
や
孤
独
、
新
た
な
 
 

社
会
的
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
住
民
が
抱
え
る
新
た
 
 

な
諸
問
題
に
早
期
に
気
づ
き
、
把
握
し
、
地
域
 
 

を
基
盤
と
し
た
社
会
関
係
の
回
復
を
住
民
主
体
 
 

に
よ
り
取
り
組
む
こ
と
だ
が
、
対
応
で
き
て
い
 
 

な
い
。
 
 
 

ま
た
、
2
0
0
6
年
4
月
、
介
護
保
険
法
改
 
 

正
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
 
 

タ
ー
」
は
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
中
核
桟
関
と
 
 

し
て
予
防
的
視
点
を
も
ち
な
が
ら
、
高
齢
者
の
 
 

多
様
な
二
－
ズ
や
課
題
に
対
し
て
地
域
社
会
資
 
 

源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
総
合
相
談
・
 
 

権
利
擁
護
を
含
め
た
包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ
 
 

メ
ン
ト
を
実
施
す
る
地
域
福
祉
視
点
が
必
要
と
 
 

さ
れ
る
。
し
か
し
、
実
態
は
、
特
定
高
齢
者
の
 
 

把
握
や
「
困
難
事
例
」
対
応
の
混
乱
に
象
徴
さ
 
 

れ
る
が
ご
と
く
、
地
域
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
 
 

マ
ル
サ
ポ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
な
ど
 
 

の
資
源
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
桟
能
の
位
 
 

3† 月刊福祉 Februury2008  
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置
づ
け
は
不
明
瞭
で
、
多
職
種
協
働
を
基
本
と
 
 

す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
展
開
が
で
き
て
お
 
 

ら
ず
、
稔
合
相
談
機
能
は
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
。
 
 

地
域
福
祉
の
担
い
手
の
多
様
化
と
拡
大
 
 
 

地
域
福
祉
の
担
い
手
は
、
ケ
ア
や
サ
ー
ビ
ス
 
 

を
直
接
担
う
者
と
、
連
携
や
協
働
の
仕
組
み
を
 
 

創
・
つ
た
り
組
織
化
を
す
る
間
接
的
関
わ
り
を
も
 
 

つ
者
の
両
者
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
役
割
 
 

は
、
専
門
職
、
非
専
門
職
と
し
て
担
う
場
合
が
 
 

あ
る
。
地
域
福
祉
の
推
進
は
こ
の
よ
う
な
人
材
 
 

が
地
域
に
そ
ろ
っ
て
配
置
さ
れ
初
め
て
実
現
で
 
 

き
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
今
日
は
、
都
市
計
画
、
 
 

住
宅
、
教
育
、
環
境
、
医
療
な
ど
の
隣
接
領
域
 
 

か
ら
多
様
な
人
材
と
組
織
を
必
要
と
す
る
。
 
 
 

地
域
福
祉
の
担
い
手
を
考
え
る
際
、
ボ
ラ
ン
 
 

テ
ィ
ア
、
市
民
活
動
の
動
向
に
も
着
目
し
な
け
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
よ
う
 
 

は
、
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
伴
い
変
化
す
る
か
ら
だ
。
 
 

地
域
福
祉
と
の
関
わ
り
が
深
ま
る
の
は
、
1
9
 
 

6
9
年
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
－
生
活
の
場
に
お
け
 
 

る
人
間
性
の
回
復
」
（
国
民
生
活
審
議
会
）
、
1
 
 

9
7
1
年
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
社
会
福
祉
」
 
 

（
中
央
社
会
福
祉
審
議
会
）
な
ど
の
答
申
以
降
 
 

で
あ
る
。
在
宅
福
祉
推
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
 
 

策
、
地
域
福
祉
の
政
策
と
連
動
し
、
ボ
ラ
ン
テ
 
 

ィ
ア
活
動
の
振
興
が
図
ら
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 
 

活
動
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
1
9
8
0
年
代
に
 
 

入
る
と
高
齢
化
の
進
展
と
あ
い
ま
っ
て
、
一
住
民
 
 

参
加
型
在
宅
サ
ー
ビ
ス
活
動
や
ボ
ラ
ン
ト
ビ
ア
 
 

事
業
な
ど
に
よ
り
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
不
足
を
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
え
る
関
係
が
常
態
化
し
て
 
 

い
く
。
 
 
 

近
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
と
り
わ
け
 
 

阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
各
分
野
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
 
 

ア
支
援
∴
振
興
策
が
創
設
さ
れ
、
N
P
O
が
登
 
 

場
し
た
。
さ
ら
に
は
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
を
 
 

控
え
、
国
民
の
関
心
・
参
加
意
欲
が
増
大
す
る
 
 

な
か
、
多
彩
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
者
は
、
従
来
の
よ
う
な
ボ
 
 

ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
や
登
録
（
管
理
）
 
に
よ
る
意
 
 

思
統
一
や
相
互
干
渉
を
好
ま
ず
、
個
々
の
信
念
 
 

に
基
づ
い
て
活
動
し
て
い
る
。
こ
れ
は
自
由
で
 
 

は
あ
る
が
、
生
活
圏
域
に
お
け
る
新
た
な
コ
ン
 
 

フ
リ
ク
ト
 
（
例
え
ば
、
精
神
障
害
者
・
知
的
障
 
 

害
者
居
住
施
設
反
対
等
）
 
に
は
関
心
が
い
き
に
 
 

く
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
縦
割
り
現
象
が
 
 

起
き
て
い
る
の
だ
。
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
ヒ
 
 

ユ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
基
盤
が
崩
れ
 
 

克
と
い
う
現
象
も
見
え
隠
れ
す
る
。
在
日
外
国
 
 

人
、
路
上
生
活
者
、
精
神
障
害
者
、
認
知
症
高
 
 

齢
者
、
単
身
高
齢
者
へ
の
支
援
を
め
ぐ
る
、
新
 
 

た
な
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

一
般
住
民
に
よ
る
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
、
 
 

生
活
の
し
づ
ら
さ
（
困
難
）
を
抱
え
る
当
事
者
、
 
 

応
援
者
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
専
門
 
 

職
者
な
ど
に
よ
る
福
祉
コ
ミ
ュ
l
二
ア
イ
形
成
と
 
 

の
違
い
、
重
な
り
具
合
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
 
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

社
会
福
祉
協
議
会
の
今
後
を
よ
む
 
 
 

さ
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
社
協
）
 
 

の
今
後
に
つ
い
て
、
地
域
福
祉
 

論
の
立
場
か
ら
の
期
待
を
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
 
 

目
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
へ
の
貢
献
 
 
 

地
域
福
祉
は
「
生
ま
れ
て
か
ら
死
を
迎
え
る
 
 

ま
で
」
「
2
4
時
間
3
6
5
日
」
と
い
っ
た
時
間
の
 
 

連
続
性
を
無
視
で
き
な
い
。
生
活
者
と
し
て
生
 
 

活
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
時
間
の
流
れ
 
 

と
居
住
空
間
を
安
心
・
安
全
に
組
織
化
す
る
こ
 
 

と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ケ
ア
（
広
 
 

義
）
を
包
括
的
に
、
生
活
圏
域
で
、
持
続
可
能
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社会福祉の行方をよむ  

な
制
度
設
計
の
も
と
に
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
 
 

を
保
ち
つ
つ
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
福
 
 

祉
理
念
が
地
域
社
会
に
希
薄
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
 
 

地
域
に
根
ざ
す
社
協
の
仕
事
が
あ
る
。
ニ
ー
ズ
 
 

キ
ャ
ッ
チ
、
地
域
診
断
、
生
活
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
 
 

成
、
専
門
職
・
非
専
門
職
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
 
 

ト
な
ど
、
一
連
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
、
維
持
へ
 
 

の
積
極
的
な
関
与
が
必
要
と
な
る
。
 
 

回
福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
瞥
の
振
興
 
 
 

福
祉
社
会
形
成
に
は
正
し
い
対
象
理
解
と
生
 
 

活
困
難
を
解
決
し
て
い
く
種
々
の
力
の
形
成
が
 
 

求
め
ら
れ
る
。
知
識
、
共
感
、
共
有
、
問
題
解
 
 

決
へ
の
忍
耐
、
創
造
、
想
像
、
共
存
を
喜
ぶ
、
 
 

感
謝
す
る
、
制
度
政
策
を
設
計
す
る
、
自
己
と
 
 

他
者
を
愛
す
る
と
い
う
力
で
あ
る
。
こ
れ
ち
の
 
 

「
力
」
は
家
庭
教
育
に
よ
っ
て
そ
の
萌
芽
は
形
成
 
 

さ
れ
、
地
域
社
会
や
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
 
 

職
場
の
影
響
を
よ
り
大
き
く
受
け
る
。
ボ
ラ
ン
 
 

テ
ィ
ア
活
動
や
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
そ
れ
 
 

ら
の
力
の
形
成
に
大
き
く
寄
与
す
る
が
、
教
育
 
 

者
や
生
活
者
と
し
て
の
先
輩
や
、
解
決
し
な
け
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を
抱
え
る
当
事
者
と
関
わ
 
 

り
な
が
ら
、
協
働
実
践
者
と
し
て
関
係
者
を
組
 
 

織
し
福
祉
教
育
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

刷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
市
民
活
動
の
振
興
 
 
 

前
述
し
た
よ
う
に
、
必
要
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
 
 

ま
な
人
々
に
よ
る
自
発
的
、
先
駆
的
活
動
が
出
 
 

現
す
る
。
し
か
し
、
何
が
必
要
で
あ
り
、
ど
の
 
 

く
ら
い
緊
急
性
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ら
 
 

の
課
題
に
接
近
す
る
の
か
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 
 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
1
が
導
く
必
要
が
あ
る
。
 
 
 

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
情
報
提
供
 
 

が
で
き
る
立
場
に
あ
る
。
全
国
ネ
ッ
ト
の
強
み
 
 

と
地
域
に
根
ざ
し
た
組
織
力
で
、
今
、
そ
し
て
 
 

こ
れ
か
ら
必
要
に
な
る
こ
と
を
常
に
リ
サ
ー
チ
 
 

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
 
 

へ
の
参
加
を
促
す
こ
と
は
、
人
間
と
し
て
の
成
 
 

長
を
促
す
こ
と
で
も
あ
る
。
 
 

回
地
域
福
祉
の
計
画
の
策
定
 
 
 

地
域
福
祉
の
計
画
は
、
社
会
福
祉
法
に
明
記
 
 

さ
れ
る
以
前
か
ら
社
協
が
策
定
し
て
い
た
が
、
 
 

2
0
0
0
年
に
法
規
定
さ
れ
自
治
体
に
よ
る
策
 
 

定
が
努
力
義
務
と
な
っ
て
、
そ
の
重
み
は
増
し
 
 

た
。
し
か
し
、
社
会
福
祉
領
域
に
限
定
し
た
狭
 
 

義
の
地
域
福
祉
計
画
に
と
ど
ま
る
も
の
が
多
い
。
 
 

社
協
は
、
計
画
づ
く
り
へ
の
住
民
参
画
を
重
視
 
 

し
、
華
疋
の
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
主
体
形
成
の
た
め
 
 

の
福
祉
教
育
と
と
ら
え
て
い
る
。
松
江
市
 
（
畠
 
 

根
県
）
、
都
城
市
 
（
宮
崎
県
）
 
な
ど
は
、
．
小
地
 
 

域
に
お
け
る
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
住
民
自
身
 
 

が
作
成
し
て
お
り
、
ま
さ
し
く
住
民
主
体
原
則
 
 

を
貫
い
て
い
る
。
小
地
域
計
画
と
市
域
計
画
の
 
 

両
者
に
住
民
が
参
画
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
 
 

㈱
協
働
と
政
策
化
 
 
 

異
な
る
団
体
、
機
関
が
主
義
、
主
張
を
超
え
、
 
 

ひ
と
つ
の
目
的
の
た
め
に
力
を
出
し
合
う
経
験
 
 

を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
方
法
を
開
発
し
 
 

て
い
く
こ
と
が
、
福
祉
社
会
、
市
民
社
会
づ
く
 
 

り
に
は
必
要
で
あ
る
。
協
働
に
も
、
個
人
を
支
 
 

え
る
、
個
人
や
団
体
の
参
加
を
促
す
、
政
策
化
 
 

し
て
い
く
な
ど
、
レ
ベ
ル
と
時
間
の
長
短
が
あ
 
 

る
。
社
協
は
、
協
議
体
と
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
 
 

積
し
て
い
る
。
そ
の
力
を
発
揮
し
、
代
弁
、
提
 
 

言
な
ど
職
員
個
人
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
 
 

機
関
と
し
て
、
種
々
の
レ
ベ
ル
か
ら
も
う
少
し
 
 

自
由
に
専
門
職
と
し
て
振
る
ま
っ
て
も
よ
い
の
 
 

で
は
な
い
か
。
職
場
文
化
は
一
職
員
の
勇
気
・
 
 

決
断
と
一
上
司
の
良
心
か
ら
も
変
革
で
き
る
の
 
 

で
は
な
い
か
。
社
協
の
今
後
に
期
待
し
た
い
。
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